業界横断2023-4-02

2023年度第3回業界横断EDIタスクフォース 議事録




　
 一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2023年12月13日（水）13:30～15:00
２．開催場所　：　オンライン会議（ZOOM）
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）　
特別会員　　奥山　千穂
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　兼子　邦彦
　一般社団法人SCCCリアルタイム経営推進協議会　　
特別会員    遠城　秀和  　ITコンサルタント
幹事会員　　香坂　真人　　株式会社JSOL
正　会員　　岡村　俊也　　株式会社グローバルワイズ
正　会員　　佐合　翔平　　株式会社グローバルワイズ

正　会員　　猪股　洋二　　パティオシステムズ株式会社
正　会員　　綿貫　聡　　　キャノンITソリューションズ株式会社

正　会員　　小黒　京　　　富士通Japan株式会社
正　会員　　惣代　和明　　NECソリューションイノベータ株式会社
正　会員　　坂本　和彦　　株式会社エクス
賛助会員    川内　晟宏　　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
賛助会員    野田　和巳　　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
賛助会員　　笠原　浩平　　石油化学工業協会
賛助会員　　帆足　弘治　　一般財団法人建設業振興基金
　　　
事 務 局　　菅又　久直　　一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会  
出席者16名
４．議事概要　
2023年度第3回業界横断EDIタスクフォースは、以下の議事を実施した。
（資料：業界横断2023-3-01第3回業界横断EDIタスクフォース議事次第）

４－１. 第2回業界横断EDIタスクフォース議事録確認
事務局菅又より、第2回業界横断EDIタスクフォース議事録案の説明が行われ、それを確認した。 

（資料：業界横断2023-3-02 第2回業界横断EDIタスクフォース議事録案）
４－２．業界横断EDI辞書2023年B版 
　事務局菅又より、資料に従いCCL23BメッセージBIE表に基づく業界横断EDI辞書につき説明が行われた。今回の追加メッセージBIEは8件、全て日本からの申請項目である。なお、CCL23Bは未だバリデーション中であり、検証完了を待って業界横断EDI辞書2023年B版はSIPSのWEBページより公開される予定。
（資料：業界横断2023-3-03 業界横断EDI辞書2023年B版）

４―３．AFACT総会及びeASIA賞報告

　事務局菅又より、資料に基づき第29回AFACT総会及びeASIA賞の報告が行われた。
（資料：業界横断2023-3-04 AFACT総会及びeASIA賞報告）

【報告事項】
第29回AFACT総会及びeASIA賞の発表審査会は、2023年12月1日-2日、中華台北のInstitute for Information Industry（III）が主催し、台北南港のイベント会議場で開催された。AFACT総会及びeASIA賞の発表審査会には日本、中華台北、オーストラリア、タイ、韓国、インドの6カ国が参加した。
· AFACT総会の主な審議事項は以下の通り。
· 2024年AFACT主催告：タイが主催することで検討中。
· カントリーレポート：中華台北、韓国、インド、タイ、日本が報告
· 国連CEFACTフォーラム報告：次の報告が行われた。
· 貿易金融プロジェクト
· リージョナル・シングルウィンドウ
· 重要原材料プロジェクト
· 国連CEFACT総会報告：新副議長及び地域ラポータの紹介が行われた。
· AFACT委員会および部会報告：次の報告が行われた。
· 旅行観光部会：サステイナブル・ツーリズムの進捗報告
· 持続開発／循環型経済部会：カーボンNet-Zeroプロジェクト及びスマート農業プロジェクト紹介
· 技術手法委員会：ISO TC154総会報告
· 2023年eASIA賞審査：次の６つのプロジェクトが審査された。
· Mobile e-Certified Notice Project（韓国）
· New TaiPAY（中華台北）
· Digital receipt solution（韓国）
· Digital Trade Infrastructure “TradeWaltz”（日本）
· Mobility as a Service, Kaohsiung MeNGo（中華台北）
· Facilitating the carbon inventory to reduce GHG emissions（中華台北）
４－４．国内DXの動向

　兼子リーダーより、資料に基づき国内DXの動向につき説明が行われた。
（資料：業界横断2023-3-05 国内DXの動向）
【説明事項】
主な説明事項は以下の通り。
· データ連携基盤ウラノス
企業、業界、国境を跨いだデータ連携•利活用の実現を目指すイニシアティブとして「ウラノス・エコシステム(OuranosEcosvstem)」が立ち上がり、IPAのDADC（Digital Architecture Design Center）によるアーキテクチャ設計と蓄電池製造を対象とした実証実験が進められている。
国連CEFACT共通辞書や中小企業共通EDIとの連携について検討を働きかけたい。
· 内閣府規制改革推進会議
地方自治体の調達システムについての見直しが行われている。
これに関して、デジタル庁が調達プラットフォームであるDMP（デジタルマーケットプレイス）を立ち上げた。
· デジタル関係制度改革検討会

デジタル庁の規制改革推進委員会・テクノロジーベースの規制改革推進委員会にて改訂テクノロジマップを発表。
技術カタログを整備するため、「広域な利用状況・被害等の把握のデジタル化に関する技術」「事業場の管理・業務状況等の確認（実地調査）のデジタル化に関する技術」につき、公募が開始された。
· RegTechコンソーシアム・コミュニテイが拡大してきており、12月20日にはRegTechカフェが開催される予定。
４－６．日本版SCRDMの提案

　川内委員より、日本版SCRDMの構築につき次のような提言が行われた。
· 中小企業共通EDIは、デジタル庁が推進するJP-PINTとの連携を可能にするV4.2を策定した。

· しかしながら、国内の大手業界はJP-PINTは使わず、従来の業界標準にインボイス対応機能を追加して使ってゆくようである。

· それでは、複数の業界にまたがる取引先とのインボイスEDIでは、それぞれ異なる業界標準に対応しなければならない。

· よって、国連CEFACTのSCRDM（サプライチェーン参照データモデル）を軸に日本の大手業界標準の連携を進めたい。

· 試しに、流通BMSとECALGAにつきSCRDMとのデータマッピングを行ったが、業界固有データでマッピングできないものも多くある。

· 以上の状況を踏まえて、中小企業共通EDIの普及企画部会にて検討を開始するので、SIPSもご支援いただきたい。

· 更に、ウラノスのデータ連携基盤にも取り込まれるよう働きかけたい。
４－７．今後の予定
＊第4回国際連携タスクフォース：1月24日
＊第4回業界横断EDIタスクフォース：2月14日
以 上
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